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1 はじめに フランス工芸製本とは
ルリュール reliureはフラソス語の女性名詞で，「製本（術）」を慈味する。
同じ意味の動詞はルリエ relierで， ラルース社の「現代フラ｀ノス語辞 典」 には
次のような簡潔な説明がみられる。
Assembler et coudre ensemble Jes feuillets d'un livre, puis Jes couvrir 

















































































(a) W olf-Lefranc/Vermuyse: La reliure, Editions J. -B. Bailliere, Paris, 
1978 (4• edition, Bibliot恥 queProfessionnelle) 
(b) Simone Lemoine: Le manuel pratique du Relieur, Librairie Sources, 
Paris, 1980 (4• edition) 
(c) Leon Laffargue: Reliure, Cartonnage, Dorure/outillage et technique 




(a)によったが， 図の一部は(c)および， パリにあるルリュ ール材料専 門店レルマ
Relmaのカクログより使用している。
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＇註 (1) 「術籍装丁の歴史と実際」庄司浅水著， ぐるりあ • そさえて，昭和 4
(2) 「製本之輯」粛窓11巻 2号，アオイ書房，昭和16
(3) ヘルム ー ト・プレッサー 「害物の本」轡田収訳，法政大学出版局，昭和48
リュシアン ・フェープル，アンリ＝ジャン ・マルクン「狂t物の出現」関根
素子ほか訳，筑摩書房，昭和60











つを刷り，それを 1頁の大きさに折り畳んで用いる。 1度折れば 4頁， 2度折れば
8頁， 3度折ると16頁， 4度折るなら32頁となる。ちなみにA列規格の全紙を 4度
折り盛んだ大きさがA4判であり， B列規格の全紙を 5度折った大きさがB5判で
ある。フランスに於ては， 1度折ったものを in-folio, 2度折ったものを in-4°,















lra11c/2ei, 仮rievreou /Jl'昭f 









2 コアノ. COin 
3 フィレ ・ト・コアン filetde coin 
4 モール mors
※モール mors













8 ピエス・ド ・ティトル piecede titre 背文字
てん
9 テート tete 天
こぐち
10 グチエール gouttiere 小ロ
11 クー queue 地
12 ジャス chasses チリ
13 トラソツュフィル tranchefile 花ぎれ
14 コワフ coiffe (対照語なし）
15 ギャルド・ド・クラー gardede couleur 見返し





















現在， フラソスで生産されている紙の紙質は， AFNOR(L'assosiation franc;aise 
de normalisation, フランス規格協会）によって， Group0から Group7までの
8段階に分類されている。それぞれの Groupはまた， さまざまの typeに分たれ
るが，一般的に言って，数字が多くなるほど上質となる。たとえば新聞，雑誌など
に用いられる紙は，Group1 type 1で，75%の機械パルプと 25%の化学繊維の
ぼ ろ





紙の判型 (formats)についても， フラソス独自の呼称がある。 よく用いられる
のはレザソ (Raisin)で50x65cm,エキュ (Ecu)は40x50cmの大きさの紙をい









返 しに貼る紙（ギャルド ・ド・クラー gardede couleur)の材料として，最も一
般的なマープル紙 (papiersmarbres)をはじめ， さまざまな色つき， 模様つきの
紙が生産されている。
















'" (1)シャグラソ (Chagrin) フラ‘ノスの山羊の皮で，表皮にある敲が細かいの
を特徴とする。
(2)マロッカソ (Maroquin) モロ、ノコ 山羊の皮。微が大きく，かなり厚い。上
製のルリュールに用いられる。
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(B) ムートソ (Mouton) 羊皮。通常， バザソ (Basane) と呼ばれる。 山羊皮
より滑らかであるが，耐久力にやや欠ける。




(D) ヴォー (Veau) 摂の皮。丈夫で表面は滑らかだがftつきやすい。
(E) ボックス (Box-calf) クロム鞣しの摂の皮。
とくひし

















de p紅e),澱粉糊 (Colled'amidon)などである。最近では，種々の化学糊 (Colle





(1) プレス (Presse) 万力。 強く締めつけて形を整えるのに用いる。鉄製で，
高さ65cmほどのものは，450kgの重罷がある。
(2) プレス ・ア ・ラ ・マソ (Pressea lamain) 手機械。小さな万力で， トラ
ソシュフィルなどの綴じつけ，天金，ジャスピュールなどに用いる。
(3) フィ ・ア ・ロニエ (Futsa rogner) まるみ 出し の後，天を揃えるのに用
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しヽる。
(4) 、ンザイユ ・ア ・カルトソ (Cisailea 
carton) ポール裁断器。
(5) クゾワ ール (Cousoir) かがり台。
かがり（クーチュール）作業に用いる。








(8) レーグル (Regle) 定規。鉄製で，
裁断の際ボワ‘ノトに当てて用いる。
(9) =ケ ール ・ア・タロ` ノ CEquerre a 
talon) 直角定規。
(lQ コソパ (Compas) 長さを正確に測
り， うつしとるために用いる。






Pointe a mosaique 







COUTEAU a PARER 
Acier 1•• qualite 
Emmaoche 
図 4
⑬ マルトー (Marteau) まるみ 出しの際用いるハソマー。通常のハソマーと
異なり頭の面がまるみを帯びている。（図 3)
(1~ プリオワール (Plioir) へら。骨製である。
⑭ フロットワール (Frottoir) 背のまるみを整える際に用いる特殊な木製の
へら。
⑮ ボワ‘ノソ‘ノ (Poinc;on) 丸目打。カルト ソに穴を開けるのに用いる。
⑯ ザ‘ノク (Zinc) 亜鉛板。裁断の下敷きとして用いる。
⑬ クートー ・ア ・パレ (Couteaua parer) 革倒き包丁。日本のものとかな
り形が違う。（図 4)
⑱ ピ ニール ・ア ・パレ (Pierrea parer) 革剥きの際の台石。
' (1~ グリーユ ・ア ・ジャスペ (Grillea jasper) 吹きつけの網。































































































































丁• 乱丁を防ぐための工程であり， これをおろそかにすると， ルリ ュール全体が意
味をなさなくなるからである。
以上をもって下準備（プラスュール）の工程を終わる。




































































































ー・カイエ coudrea deux cahiers)この方法により，背が堅くなりすぎるのが防
がれる。クーチュールを終わるにあたり，膝 り糸がゆるんでいないか，背の厚みは
ちょうどよいか，膜り落とした折丁はないかなど，仕事の出来をよくあらためる。
3-3 コー・ドゥヴラージュ (Corpsd'ouvrage, 本文部分の仕上げ）
























































































(Pose des cartons, 表紙
芯取付け）
表紙の芯となるカルトソ (car-












mm—2. 4mm), かなり大きな判型のそれであれば14-16番 (2.4mm—2. 7mm)が
標準である。




















判型 一丁頁数 判型 (cm) ツャス (mm)
In-16 raisin 32 12 X 16 2.5 
In-12 carre 24 11. 5 X 18. 5 3 
In-8 carre 16 14x22 3.5 
In-8 raisin 16 16x24. 5 4 
In-4 carre 8 22x28 4.5 
In-4 raisin 8 24x32 5 
本文部分の大きさに，天・地 ・小口にそれぞれこのジャスの幅を加えたものが表
紙の大きさということになる。これを算出して，正確に裁断する。

































3-3-4 ミーズ・アン・プレス・デュ・コー ・ドゥブラージュ (Miseen presse 








凶フロッタ . -ー、ノュ ・プュ ・ト (Frottagedu dos) 
しっかりしたプレス状態で，背の全面に，たっぶり糊を塗る。これは，パスュー
ル ・アン ・コルのとき塗られたニカワを柔らかくする目的をもつ。数分後，つげ材























化粧裁ちの終わった天の部分に， グリーユ ・ア ・ジャスペ (Grillea jasper)な











3-4-1 アプレチュール・デュ・ド (Appreturedu dos, 背の整備）
フロッタージュ，および寒冷紗の貼付で十分に固めた背に最後の仕上げを施す
工程。すなわち(A)トラソ ジュフィル (tranchefiles,花ぎれ）の取付けと，(B)パピエ
・グド ロソ (papiergoudron)の貼付をい う。花ぎれをとりつける前に，必要なら
ン`ニエ (signet, しおり紐）を取り付けておく。
















































































ルの端を，ボワン トで斜めに切りとる。その角度は 45° を目安とし，背のまるさの
加減で増減する。
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mm, プラパヒ エ゚ （表紙に貼る
色紙）と接する端の部分は 3な
いし 5mmとる。コアソについ
ては， 同じよ うに 12ないし 20


































































3-4-6 クーヴリュール (Couvrure,革貼り ）
正しくパリュールをほどこした背革およびコアソの革を，それぞれ所定の位置に
とりつけて貼る作業である。

























(C) バソサージュ ・デ ・ネール (Pinc;agedes nerfs, ネール整形）
続いて，糊がまだ乾かぬうちに，




































































3-5-1 トラサージュ・ エ・エラガージュ・デ・モール・エ・コアン (Tra~age
et Elagage des mors et coins) 
前項 3-4-6のクーヴリュールでカルトンの上に貼 りつけた革と端を接 して，プラ





に注意し，またその作業は， ラン プリ （折 り返 し） 部分や稜の部分にもまんぺんな
く行う。
3-5-2 ポーズ・デ・プラパピエ










・ド・クラ ー (Posedes 











t , --------------, 





















次に，糊を引かなかったギャルド・ド ・クラーの裏側と， ギャルド ・プラソジュ
の第一築を，糊づけして接着する。それが十分乾いて後亜鉛板を下敷きにして正
確な裁断をおこなう。
ギャルド ・ド・ク ラーはこれにより， 2つの部分，すなわち， モールを境にコソ




3-5-5 ミーズ・アン ・プレス (Miseen presse) 







































































すたれて， in-8°が主流となる。 山羊の皮（シェーヴル）， 拍の革（ヴォー）が用






い。すなわち， ヴェネチアに拠った学匠出版者アルドゥス ・マヌティウス (Aldus 
Pius Manutius, 1449-1515)と，愛書家の代名詞として今日までその名をのこすア
ギジー伯ジャ｀ノ ・グロリエ (JeanGrolier, 1479-1565)である。この両者の業績に
ついては，すでに諸書に詳しいが，ルリュールに与えたかれらの影響ははかり知れ
•なし 、。 アルドゥスの周囲には， ピコ ・デラ・ミラソドラを始めとするルネサ‘ノスの
文人たちが集まった。グロリエがアルドゥスの工房との協力により生み出した美 し
い書物， ≪JoGrolierii et amicorum≫(グロリエとその友）の箔文字で名高い書
物の数々は，その後のルリュールの方向を大きく決定づけるとともに，グロリエが







アル ドゥス風花模様の押型で表紙全面を埋めつくした《ルリュール ・ア ・ラ ・ファ
ソファ ール》(Reliurea lafanfare)である。
この批紀に現れた製本家の名としては，エチエ‘ノヌ ・ロッフェ⑪tienne Roffet) 
やジョフロワ ・トリー (GeofroyTory), 世紀末のニコラ ・イヴ (NicolasEve) 





を代表するのは， 美 しい《ガスコソ様式》(StyleLe Gascon)である。製本家Iレ
・ガスコソとその弟子たちのスタイルの総称で，前世紀の《ルリュ ール ・ア ・ラ・



















ナポレオンの帝政時代のルリュールは《アンピール様式》 (lareliure Empire) と
呼ばれ，エジプ ト風・グ レコ ・ローマソ風の押型模様で縁どられた装飾的ルリュー
ルがボゼリアン兄弟 (Bozerian)らによって制作された。王政復古後は，《復興様








地と なったイギ リスにおいて，機械主義のアンチ ・テーゼとい う形で登場 したのが
ウィリアム ・モリスであり， コプデソ ・サソダスソであったが，同 じ頃フラソスで
は，ルリュールもデザイソ的に発展がなく，先行諸様式の模作が行われていた。 19
世紀後半の製本家としてはボーゾネ (Bauzonnet)やト ローツ (Trautz)がいる。
しかし段々と，因製的スタイルは放棄される運命にあった。 1880年ごろには，《ル





















サ｀ノに興味を覚えた。 1925年よりサロ｀ノ ・ドートンヌの会員となり ，1926年より装
飾芸術家協会 (Societedes artistes decorateurs)会員。 1946年，彼の指母下に
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